
数字で見る復興進捗状況

広告

246.5 mm × 80mm

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
中
心
に

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
加
速

３
・
６
兆
円
の
う
ち
、
そ

の
多
く
は
こ
れ
か
ら
本
格
化
す

る
住
宅
再
建
へ
向
け
た
復
興
ま

ち
づ
く
り
（
１
・
３
兆
円
）、

そ
し
て
除
染
や
長
期
避
難
者

対
策
を
含
め
た
福
島
の
再
生

（
６
千
６
０
０
億
円
）
に
充
て

ら
れ
た
。

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
福
島

の
一
部
を
除
き
ほ
ぼ
完
了
し

た
が
れ
き
処
理
の
予
算
が
今

年
度
１
千
２
６
６
億
円
か
ら

２
３
６
億
円
と
大
幅
に
削
減

さ
れ
る
中
、
防
潮
堤
や
農
地

の
復
旧
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
へ
予
算
が
充
て
ら
れ
た
。

一
方
、
各
地
で
防
潮
堤
に
つ

い
て
は
計
画
見
直
し
の
た
め

の
住
民
運
動
が
活
発
化
し
て

い
る
。
予
算
執
行
期
限
を
含

め
た
見
直
し
に
国
や
行
政
側

で
も
柔
軟
な
姿
勢
を
示
し
て

お
り
、
今
後
の
住
民
合
意
と

事
業
推
進
の
動
向
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

　

今
年
度
予
算
を
上
回
る

予
算
が
計
上
さ
れ
た
の
は
、

復
興
道
路
関
連
や
防
災
関
連

の
事
業
。
そ
れ
ぞ
れ
１
千
７

百
億
円
と
７
６
３
億
円
と
な

り
、
中
で
も
総
務
省
が
「
復

興
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
位
置
づ
け
、
青
森

か
ら
福
島
ま
で
の
沿
岸
４
県
を

つ
な
ぐ
三
陸
沿
岸
道
路
へ
の
期

待
は
大
き
い
。

福
島
は
新
交
付
金
、	

福
祉
人
材
確
保
、
中
高	

一
貫
校
支
援
策
を
重
ね
る

福
島
の
再
生
に
充
て
ら
れ
た

予
算
は
、
今
年
度
補
正
予
算
を

あ
わ
せ
る
と
今
年
度
当
初
予
算

を
超
え
る
８
千
３
０
０
億
円
と

な
っ
た
。「
福
島
再
生
加
速
交

付
金
」
が
新
設
さ
れ
、
今
ま
で

個
別
に
実
施
し
て
い
た
長
期
避

難
者
向
け
対
策
や
子
供
の
運
動

機
会
確
保
、
公
共
設
備
修
繕
な

ど
の
事
業
を
一
括
化
し
よ
り
柔

軟
な
対
応
を
目
指
す
。

８
月
に
県
内
の
区
域
見
直

し
が
完
了
し
、
除
染
廃
棄
物

の
中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設
候

補
地
へ
の
受
け
入
れ
要
請
も

始
ま
っ
た
。
一
方
、
住
民
意

向
調
査
結
果
で
は
市
町
村
間

で
の
差
は
大
き
い
な
が
ら
も

長
期
化
す
る
避
難
生
活
の
中

で
帰
還
意
向
は
低
下
し
て
お

り
10
％
を
切
る
所
も
あ
る
。

政
府
は
復
興
政
策
に
お
け
る

柱
と
し
て
「
健
康
・
生
活
支

援
」
を
新
た
に
打
ち
出
し
て

お
り
、
福
島
県
相
双
地
区
に

お
け
る
福
祉
・
介
護
人
材
の

確
保
へ
向
け
た
事
業
（
2
億

円
）
も
行
わ
れ
る
。

そ
の
他
新
た
な
事
業
と
し
て
、

福
島
県
双
葉
郡
中
高
一
貫
校

14
年
度
復
興
予
算
３
・
６
兆
円

　

来
年
度
の
予
算
案
が
閣
議
決
定
し
た
。
95
・
８
兆
円
と
過
去
最
大
規
模
の

一
般
会
計
と
な
る
中
で
、
復
興
予
算
に
あ
た
る
復
興
特
別
会
計
に
は
３
・
６
兆
円

が
計
上
さ
れ
た
。
先
に
公
表
さ
れ
た
今
年
度
補
正
予
算
の
５
千
６
百
億
円
と
あ
わ

せ
、
ま
ち
づ
く
り
や
福
島
再
生
を
加
速
す
る
。

13
年
度
補
正
予
算
と
あ
わ
せ
4.2
兆
円

の
設
置
に
係
る
支
援
と
し
て
3

億
円
を
計
上
。
中
高
一
貫
校

は
７
月
に
８
町
村
の
教
育
長

が
ま
と
め
た
「
教
育
復
興
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
記
載
さ
れ
た
も
の

で
、
福
島
か
ら
新
し
い
教
育
モ

デ
ル
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
意
欲
的
な
も
の
だ
。

復興庁所管
区分

22,441

2014 年度
概算決定額

4,952
被災者支援 1,117 298
まちの復旧・復興 13,296 1,606
産業の振興・雇用の確保 1,306 1,306
原子力災害からの復興・再生 6,600 6,600
東日本大震災復興推進調整費 50 50
「新しい東北」先導モデル事業等 16 16
復興庁一般行政経費等 57 57
各省庁所管 14,023 685
震災復興特別交付税 5,723
震災加速化・福島再生予備費 6,000 6,000
国債整理基金特会への繰入 921 921
全国防災事業 1,159
学校の耐震化 676
その他 220 9
統計 36,464 5,638

2013 年度
補正予算

復興予算一覧 （単位：億円）

復
興
庁
所
管

各
省
庁
所
管

96.2%

62.2%

89.8%

6面 遠野まごころネット

京都府京都市

3面 超高齢化社会を支える
地域づくり

7面

事業の多角展開で
包括的に地域を支える

（社）りぷらす

福島復興ソーラー •アグリ体験交流の会

半谷栄寿

３年目の
「サンタが１００人やってきた！」

若い世代が輝く、
働き方を見つける場づくり

特集
４－５面

「ふくしま復興塾」
	 １年目の総決算

若き復興リーダー
育成の成果を問う

170地区

20地区

12,810戸

・防災集団移転促進事業（工事着手）

・土地区画整理事業（事業計画認可）

災害公営住宅整備事業（福島除く・工事着手）

岩手県
宮城県

福島県

■復興まちづくり※1

■がれき処理※2

※1復興まちづくり	 9月 25日時点 復興庁発表
※2 がれき処理	 11月 30日時点 環境省発表

0

0

0

0

100

3 県・46 地区

2 県・21,421戸

3 県・332 地区

2面 体験学習を通じて子供たちの
自ら考え、行動する力を育む
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福
島
県
で
「
ふ
く
し
ま
復

興
応
援
隊
」
の
運
用
が
始

ま
っ
た
。
こ
れ
は
被
災
し
た
自

治
体
が
国
費
で
人
材
の
確
保
、

活
用
が
で
き
る
復
興
支
援
員

制
度
を
活
用
し
た
も
の
。

支
援
員
は
幅
広
い
業
務
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
自
治

体
が
委
嘱
す
る
形
で
民
間
団

体
で
の
勤
務
も
可
能
で
、
契

約
期
間
も
最
長
５
年
と
柔
軟

性
が
高
い
こ
と
が
特
徴
だ
。
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足
解
消
へ
向
け
た

重
要
施
策
と
し
て
、
す
で
に

岩
手
県
や
宮
城
県
と
一
部
の

市
町
村
で
導
入
さ
れ
て
い
た
。

被
災
３
県
に
お
い
て
こ
れ
ま

で
に
派
遣
さ
れ
た
支
援
員
の
数

は
１
２
０
を
超
え
る
。
実
施
業

務
は
特
産
品
開
発
や
祭
り
・
イ

ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
地
域
活
性

化
支
援
、
仮
設
住
宅
に
お
け
る

見
守
り
や
自
治
会
組
織
の
基
盤

強
化
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支

援
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
や
復
興

マ
ッ
プ
作
成
な
ど
の
広
報
力
強

化
や
、
観
光
・
産
業
振
興
な

ど
多
岐
に
渡
る
。

福
島
県
で
も
浪
江
町
と
双

葉
町
が
県
に
先
駆
け
て
活
用

を
進
め
て
い
た
が
、
す
べ
て
の

市
町
が
独
自
に
行
う
こ
と
は
難

し
く
、
今
回
の
県
と
し
て
の
制

度
導
入
へ
と
つ
な
が
っ
た
形
だ
。

こ
れ
ま
で
の
実
績
を
見
て

も
、
復
興
支
援
員
の
効
果

的
な
活
用
の
た
め
に
は
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
欠
か
せ
な
い
。

復
興
事
業
は
変
化
の
ス
ピ
ー

ド
が
速
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

支
援
一
つ
と
っ
て
も
、
仮
設

住
宅
か
ら
復
興
住
宅
へ
と
住

居
が
変
わ
れ
ば
求
め
ら
れ
る

業
務
も
変
わ
っ
て
い
く
。
そ

れ
ぞ
れ
の
復
興
支
援
員
に
対

し
適
切
に
目
標
設
定
や
ケ
ア

を
行
い
、
支
援
員
が
よ
り
活

躍
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
市

町
村
の
求
め
に
応
じ
て
、
復

興
支
援
員
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
ア
ド
バ
イ
ス
機
能
を
担
っ

「
ふ
く
し
ま
復
興
応
援
隊
」
導
入

福
島
県戦

略
的
な
人
材
活
用
へ
新
た
な
一
歩

て
い
く
と
の
事
だ
。
こ
う
し

た
今
後
の
各
市
町
村
で
の
復

興
支
援
員
の
あ
り
方
の
変
化

も
予
想
さ
れ
る
中
で
、
福
島

県
の
取
り
組
み
に
注
目
し
て

頂
き
た
い
。

現
在
募
集
し
て
い
る
復
興

支
援
員
は

相
馬
市
、

新
地
町
、

川
内
村
の

３
市
町
村

計
８
名
。

そ
れ
ぞ
れ

観
光
協
会
、

地
域
活
性

化
の
た
め

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
、
産

業
振
興
の

南
相
馬
ソ
ー
ラ
ー
・
ア
グ
リ
パ
ー
ク

は
、
今
年
３
月
11
日
、
津
波
被
災
地

２
・
４
ｈ
ａ
に
５
０
０
ｋ
Ｗ
の
太
陽
光

発
電
所
と
２
棟
の
植
物
工
場
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
地
域
産
業
の
復
興
モ
デ
ル

と
な
る
と
と
も
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
テ
ー
マ
と
し
た

体
験
学
習
に
よ
っ

て
子
供
た
ち
の

「
考
え
る
力
」
と

「
行
動
す
る
力
」

を
育
み
、
復
興
を

担
う
地
元
人
材
の

育
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

半
日
を
か
け
る
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
学
校
の
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
、
す

で
に
27
回
、
７
０
０
名
の
小
中
学
生
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
太
陽
光

発
電
所
の
中
で
巡
視
点
検
を
し
た
り
、
パ

ネ
ル
の
方
角
や
角
度
を
自
由
に
変
え
て
発

電
量
の
違
い
を
研
究
す
る
体
験
な
ど
を
通

じ
て
楽
し
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学
ん

で
い
ま
す
。
電
気
自
動
車
に
充
電
し
た
り
、

そ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
か
ら
電
気
を
取
り
出
し

て
家
電
製
品
を
動
か
す
体
験
も
で
き
ま
す
。

体
験
学
習
に
よ
る
子
供
た
ち
の	

成
長
支
援

多
く
の
子
供
た
ち
が
、
未
曽
有
の
被

災
経
験
を
通
し
て
、「
全
国
か
ら
の
支
援

へ
の
感
謝
」
と
「
自
分
も
人
の
た
め
に
役

立
つ
大
人
に
な
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

を
身
に
付
け
ま
し
た
。
子
供
た
ち
が
力

強
く
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の
気

持
ち
を
「
自
ら
考
え
て
行
動
す
る
力
」
へ

と
発
展
さ
せ
て
い
く
具
体
的
で
継
続
的
な

成
長
支
援
の
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

南
相
馬
ソ
ー
ラ
ー･

ア
グ
リ
パ
ー
ク
の

体
験
学
習
は
、
あ
ら
か
じ
め
与
え
ら
れ

た
答
え
に
従
う
の
で
は
な
く
、
子
供
た
ち

が
自
ら
試
行
し
て
見
つ
け
出
す
要
素
を
数

多
く
含
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
体
験

を
通
し
て
、
子
供
た
ち
は
、「
自
ら
考
え

て
行
動
す
る
力
」
を
育
ん
で
い
く
の
で
す
。

成
長
支
援
の
プ
ロ
セ
ス
を	

	

進
化
さ
せ
る

子
供
た
ち
に
接
す
る
う
ち
に
、「
発

表
」
や
「
行
動
」
に
躊
躇
す
る
子
が
い
る

一
方
で
、
発
表
す
る
こ
と
に
躊
躇
の
な
い

子
供
た
ち
は
考
え
る
こ
と
に
も
行
動
す
る

こ
と
に
も
積
極
的
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
ま 

し
た
。
そ
こ
で
、
体
験
や
学
び
に
一

層
の
意
欲
を
持
っ
て
い
る
子
供
た
ち
の
成

長
支
援
を
継
続
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
必
要

性
を
強
く
認
識
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
２
０
１
４
年
４
月

か
ら
、
よ
り
意
欲
の
あ
る
子
供
た

ち
の
成
長
を
継
続
的
に
支
援
す
る

た
め
に
、
新
た
に
週
末
ス
ク
ー
ル

を
大
学
や
企
業
と
連
携
し
て

立
上
げ
ま
す
。「
自
ら
発
表

す
る
力
」
を
養
う
た
め
、
子

供
た
ち
に
「
発
表
す
る
場
」

を
定
期
的
に
提
供
し
ま
す
。

高
校
生
や
大
学
生
が
こ
れ
ら

の
事
業
運
営
に
参
画
し
経
験

を
積
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
復

興
を
担
い
得
る
人
材
と
し
て
成
長

す
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
成
長
し
た
若
い
人

材
と
と
も
に
福
島
の
復
興
を
支

え
る
新
し
い
事
業
を
起
こ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

半谷 栄寿
一般社団法人 福島復興ソーラー･
アグリ体験交流の会　代表理事　
１９５３年南相馬市小高区出身。東
京電力株式会社執行役員（新規事
業担当）を経て２０１０年に退職。
２０１２年４月に「福島復興ソー
ラー・アグリ体験交流の会」を立ち
上げ、現職。森林の健全化に取り組
む環境ＮＰＯ「オフィス町内会」の
代表も務める。

体
験
学
習
を
通
じ
て
子
供
た
ち
の

自
ら
考
え
、行
動
す
る
力
を
育
む

た
め
の
商
工
会
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
だ
。
こ
れ
に
加
え
、
ふ
く

し
ま
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー

を
勤
務
先
と
し
て
、
各
地

の
復
興
支
援
員
の
後
方
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
復
興
支
援

「
専
門
員
」
も
３
名
募
集
さ

れ
て
い
る
。

２
０
１
４
年
１
月
17
日

に
は
東
京
で
募
集
説
明
会

も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

成
果
に
期
待
し
た
い
。

（
文
／
Ｒ
Ｃ
Ｆ
復
興
支
援

チ
ー
ム•

藤
沢
烈
）

岩手県
（計45名）

宮城県
（計67名）

福島県
（計25名）

合計

項　目

※各市町村・総務省発表資料およびヒヤリングから
　RCF復興支援チーム作成

実施自治体
岩手県
釜石市
宮城県
気仙沼市
多賀城市
東松島市
浪江町
富岡町
田村市
双葉町

人数
31
14
49
13
2
3
7
3
9
6
137

復興支援員の配備状況
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政策
復興庁、官民情報共有サイト設立
復興庁は１２月１７日、新しい東北官
民連携推進協議会を設立した。専用
サイトで官民約５５０の会員が情報を
共有し復興に繋げる。

震災関連死２９１６人
復興庁が震災関連死の最新状況を発
表。９月末時点で１０都県の計２９１６
人となり、前回集計された今年３月末
時点からは２２８人の増加となった。

産業復興
大槌町、宿泊施設オープンへ
岩手県大槌町のまちづくり会社が、復
興ヴィレッジプロジェクトとして、１４年
４月にプレハブ宿泊施設を開業する。

亘理町、震災後初のホテル開業
宮城県亘理町荒浜地区で１２月１１日、
ホテル「マイルームわたり鳥の海」が
開業した。同地区で震災後にオープン
した宿泊施設は初めて。

東北全域でWi－ Fi 提供へ
NTT東日本と東北観光推進機構など
が外国人観光客誘致を目的に、東北
全域のホテルなどで利用できるWi－
Fiサービスの提供を始めた。

生活・まちづくり
釜石市、まちづくり会社を設立
岩手県釜石市は１２月６日、まちづく
り会社「フェリアス釜石」を設立した。
イオン釜石の共同店舗や交流センター
などを運営する。

浪江町、まちづくり中間案を策定
福島県の浪江町復興計画策定委員会
は、避難指示解除を１７年３月と想定
し、まちづくりの中間案をまとめた。
１４年３月に最終案を町へ提出する。

宮城、災害公営住宅が１９％着工
宮城県は１１月末現在、整備計画中の
災害公営住宅１万５０００戸の１９％、
前月比４０８戸増の２８３９戸が着工済
みと発表した。

いわて復興塾、１４年１月に開講
岩手県盛岡市で１２月１５日、復興に
関する知識共有を目的とする、いわて
復興塾の記念講演が催された。塾は
１４年１月２６日に開講する。

漁業•農業
山元町、ホッキ貝漁が再開
宮城県山元町で１１月２２日、休止中
だった特産のホッキ貝漁が２年８ヵ月
ぶりに再開した。捕獲した貝はふれあ
い産業祭でふるまった。

山田町、震災後初の生カキ出荷
減菌処理施設が被災した三陸やまだ漁
協は１２月１日、臨時設備を使い生食
用殻付きカキを震災後初めて出荷した。

大槌町、漁業学校で担い手を育成
岩手県大槌町は漁業再生を目指し、
担い手を育てる体験講座、漁業学校
を開講する。開講日程は、１４年１月
１４日から３泊４日。

岩沼市、農地整備が県内初始動
宮城県岩沼市沿岸部で、農地入れ替
えを行う復興基盤整備事業が１７日、
県内で初めて始動した。復興交付金
７８億円超を費やす。

南相馬市、農地再整備に着手
福島県南相馬市原町区の金沢・北泉
地区で５日、県内初のほ場整備事業
が着工した。交付金１１億円超をかけ、
１５年度に完成予定。

原発・放射能
福島県３町に中間貯蔵設置を要請
国は、設置可能とした調査結果に基
づき、福島県の大熊、双葉、楢葉町
の中間貯蔵施設候補地へ正式に施設
の受け入れを要請した。

原発事故による賠償の時効を延長
参院本会議で１２月４日、今回の原発
事故被害に限り、東京電力の損害賠
償の時効を３年から１０年に延長する
特例法が可決された。

11月22日～12月20日

ま
ず
、
一
番
に
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
方
の
や
り
た
い
こ
と
、

夢
や
目
標
を
明
確
化
す
る
。
そ

の
後
、
や
り
た
い
こ
と
を
共
有

し
、
希
望
に
合
っ
た
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
う
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
最
初
の
入
り
口
で
あ
る
こ
と

か
ら
、「
な
ぜ
こ
こ
で
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
の
か
を
意
識
す
る
こ

と
が
重
要
」
と
代
表
理
事
の
橋

本
さ
ん
は
言
う
。

ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら

卒
業
し
た
後
の
受
け
皿
機
能
が

弱
い
こ
と
か
ら
、「
リ
ハ
ビ
リ

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
事
業
」
を
6
月

に
開
始
し
た
。
現
在
週
に
2
回
、

要
介
護
認
定
に
満
た
な
い
が
健

康
に
不
安
を
抱
え
る
方
や
要
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
さ

ら
に
積
極
的
に
改
善
を
望
む
方

に
対
し
て
、
1
時
間
5
０
0
円

介
護
保
険
か
ら
卒
業
す
る

　
た
め
の
受
け
皿
を

り
ぷ
ら
す
の
特
徴
は
、
介
護

保
険
か
ら
の
卒
業
を
目
指
し
た

事
業
展
開
を
行
っ
て
い
る
こ
と

だ
。
床
か
ら
立
つ
・
料
理
を
作

る
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中

心
と
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

で
は
、
身
体
機
能
と
生
活
機
能

の
回
復
・
改
善
を
目
的
と
し
、

認
定
を
受
け
る
と
な
か
な
か
脱

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
要
介
護

者
へ
、
リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
し
て
い
る
。

宮
城
県
石
巻
市
で
今
年
5

月
か
ら
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と

し
た
事
業
を
行
っ
て
い
る
一

般
社
団
法
人
り
ぷ
ら
す
。
多

角
的
な
事
業
展
開
を
通
じ
、

地
域
を
巻
き
込
ん
で
高
齢
者

を
支
え
る
仕
組
み
作
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

宮
城
県
は
震
災
後
に
要
介

護
認
定
者
が
急
増
し
、
震
災

後
の
2
年
間
で
全
国
ワ
ー
ス

ト
の
増
加
率
。
宮
城
県
内
で

も
石
巻
市
の
要
介
護
認
定
増

加
率
は
女
川
町
に
次
い
で
第

2
位
と
な
っ
て
い
る
。
り
ぷ
ら

す
は
そ
の
石
巻
市
の
中
で
も
医

療
・
介
護
過
疎
地
で
あ
る
河
北

地
域
で
事
業
を
立
ち
上
げ
た
。

と
い
う
低
料
金
で
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
。

早
い
段
階
で
の
予
防
が
体
力

回
復
の
た
め
に
重
要
だ
が
、

「
問
題
は
、
我
慢
強
い
方
が
多

い
こ
と
と
、
相
談
す
る
場
所
が

な
い
こ
と
」
だ
と
橋
本
さ
ん
は

感
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
早
期

の
対
策
の
た
め
に
相
談
窓
口
も

用
意
。
相
談
が
き
っ
か
け
で
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人
も
多
い

と
い
う
。「
介
護
保
険
未
満
の

方
の
受
け
皿
が
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
卒
業

し
た
後
の
受
け
皿
が
な
い
こ
と

と
同
じ
」
と
同
事
業
の
意
義
を

語
る
。

地
域
の
自
助
力
・	

	

互
助
力
を
高
め
る　

さ
ら
に
り
ぷ
ら
す
で
は
、
秋

で
あ
れ
ば
芋
掘
り
と
い
っ

た
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
「
地
域
交
流

促
進
事
業
」
の
一
環
で
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
同
士
の

交
流
を
目
的
と
し
た
も
の

だ
。
足
場
の
悪
い
畑
で
作

業
す
る
こ
と
は
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
練
習
に
な
り
、
ま

た
楽
し
く
体
を
動
か
す
こ

と
で
自
分
が
ど
れ
だ
け
動

け
る
か
が
わ
か
る
の
で
自

信
に
も
つ
な
が
る
。

地
域
交
流
促
進
事
業
で
は
、

医
療
職
の
専
門
知
識
を
介
護
職

な
ど
に
共
有
す
る
た
め
の
職
種

間
で
の
勉
強
会
も
開
催
。
過
疎

地
で
は
専
門
職
が
少
な
い
た
め
、

地
域
の
中
で
支
え
て
い
く
こ
と
が

重
要
に
な
る
。
高
齢
化
の
進
行

に
伴
い
、
少
な
い
専
門
職
だ
け

で
は
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な

く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

被
災
地
だ
け
で
な
く
全
国
で
、

症
状
の
悪
化
を
未
然
に
防
ぐ
地

域
作
り
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
地
域
住
民
に
対
し

て
講
義
な
ど
で
予
防
に
必
要
な

専
門
知
識
と
実
技
を
共
有
す
る

「
地
域
健
康
サ
ポ
ー
タ
ー
事

業
」
を
行
う
予
定
だ
。
地
域

住
民
が
主
体
的
に
予
防
に
取

り
組
む
た
め
の
基
礎
知
識
を

身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
地
域
住

民
の
自
助
力
・
互
助
力
を
向

上
さ
せ
、
地
域
を
支
え
る
人

を
増
や
す
。

「
専
門
職
に
頼
る
と
い
う
こ
と

は
税
金
を
使
う
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
自
ら
で
判
断

し
、
住
民
同
士
で
対
処
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
社
会
的
な
費
用

を
削
減
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
は
ず
」
と
橋
本
さ
ん
は
語
る
。

多
角
的
な
事
業
展
開
を
行

う
り
ぷ
ら
す
。
現
在
人
材
を

募
集
し
て
お
り
、
更
な
る
事
業

展
開
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
。

震
災
に
よ
り
高
齢
化
等
の
社
会

課
題
が
「
10
年
進
ん
だ
」
と

言
わ
れ
る
被
災
地
か
ら
の
モ
デ

ル
作
り
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

超
高
齢
化
社
会
を
支
え
る
地
域
づ
く
り

事
業
の
多
角
展
開
で
包
括
的
に
地
域
を
支
え
る

一般社団法人りぷらす代表理事の橋本大吾さん。
理学療法師でもある。

地域密着トレーニングスタジオ事業
（介護保険の予防を目指す）

介護保険事業
（介護保険からの卒業を目指す）

多角的な事業展開で
健康的に生活し続けられる地域をつくる

地域交流促進事業
（地域の交流を促し社会参画をサポート）

リハビリ特化型デイサービス

地域健康サポーター事業 リハビリフィットネス

イベント・勉強会
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今
回
一
期
生
と
し
て
学
ん
だ
の
は
主
に

20
～
30
歳
代
の
25
名
。
福
島
在
住
・
出
身

者
ば
か
り
で
な
く
、
復
興
に
思
い
を
持
つ

県
外
出
身
者
も
含
め
、
一
般
企
業
に
勤
務

す
る
人
や
復
興
関
連
の
事
業
を
す
で
に
立

ち
上
げ
て
い
る
人
、
行
政
職
員
や
大
学
生

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
つ
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
っ
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
本
は
隔
週
土
曜
日
に

行
わ
れ
た
講
義
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
だ
が
、

も
ち
ろ
ん
座
学
ば
か
り
で
は
な
い
。
開
講

間
も
な
い
６
月
に
は
、
さ
っ
そ
く
福
島
の

現
状
リ
サ
ー
チ
と
し
て
浪
江
町
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
８
月
に
は
６
日
間

の
行
程
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
視
察
旅
行
に
出

か
け
た
。

　
浪
江
町
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、

復
興
塾
メ
ン
タ
ー
で
も
あ
る
福
島
県
職
員

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
地
元
郡
山
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
避
難
者
の
ケ
ア
に
も

あ
た
る
増
子
理
子
さ
ん
と
、
ふ
く
し
ま
観

光
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
で
観
光
と
い
う
視

点
で
復
興
に
携
わ
る
羽
根
田
啓
子
さ
ん
。

３
人
が
互
い
の
強
み
を
出
し
合
っ
て
こ
そ

生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
だ
。

　
塾
生
と
し
て
「
か
ら
だ
あ
そ
び
塾
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
り
、
事
務
局
と
し
て
運

営
に
も
携
わ
っ
て
き
た
菅
家
元
志
さ
ん
も
、

仲
間
の
大
切
さ
に
気
づ
い
た
一
人
だ
。「
自

分
よ
り
一
歩
先
に
復
興
の
文
脈
で
起
業
し

て
い
る
仲
間
と
出
会
い
、
同
じ
土
俵
で
し

の
ぎ
を
け
ず
り
、
迷
っ
た
と
き
に
相
談
で

き
る
関
係
が
つ
く
れ
た
こ
と
が
何
よ
り
の

収
穫
で
す
」。
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
事

業
は
、
復
旧
期
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
側
面
が

強
く
な
り
が
ち
だ
が
、
復
興
期
に
は
よ
り

事
業
性
が
求
め
ら
れ
る
。「
状
況
の
変
化
に

よ
っ
て
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
も
変
わ
っ
て
く
る

の
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
相
談
で
き
る
仲

間
が
い
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
」。

　
復
興
塾
で
の
学
び
の
基
本
は
、
ま
ず
復

興
す
べ
き
福
島
の
現
実
を
直
視
す
る
こ
と
、

よ
り
大
き
な
視
点
で
俯
瞰
す
る
た
め
に

若き復興リーダー育成の成果を問う
日付 内容 担当・講師

5月15日	 ガイダンス ふくしま復興塾事務局

6月15日 講義：伊達市の除染について 伊達市役所　半沢隆宏

7月06日
「子供」「産業」「食」「コミュニティ」の
4テーマに分かれてのゼミ

よつば保育園　近藤能之	
福島大学　奥本秀樹			福島大学　林薫平
福島大学　貝沼博

7月20日
デザイン思考を使ったプロジェクト
立案ワーク

ふくしま復興塾事務局

8月03日

講義：「ふくしま復興」を歴史（対局）
的および哲学（普遍）的視点から捉え
そのうえで「自分の軸」を再構築する
講義：ウクライナ訪問について

株式会社umari	木戸寛孝
宍戸慈

8月12日〜17日 ウクライナフィールドワーク ふくしま復興塾事務局

9月07日 ウクライナフィールドワーク報告会 ふくしま復興塾事務局

9月21日 事業立案についての講義・ワーク 株式会社イワ・クリエイティブ　松田創

10月05日 プロジェクト立案のワーク ふくしま復興塾発起人

10月19日 講義：事業計画と予算 木幡仁一税理士事務所　木幡仁一

11月02日
講義：新しい事業の立ち上げについて
講義：行政の視点からのプロジェクト推進

株式会社ビーエイ　加藤博敏
福島県庁　玉川啓

11月16日 プロジェクトの中間発表会 ふくしま復興塾発起人

12月07日 最終発表会リハーサル ふくしま復興塾メンター

12月14日 最終発表会 ふくしま復興塾事務局

6月01日 浪江町フィールドワーク
福島県庁　玉川啓	
浪江町役場　小林直樹

　福島の復興を担う次世代リーダーを育成する「ふく
しま復興塾」。12月14日、第一期生のビジネスプラ
ン最終発表会が郡山市で行われた。
　2013年５月の開講以来、８カ月間にわたって学
んだ成果として、塾生たちが福島の復興につながるプ
ロジェクトを発表。「ふくしま復興塾グランプリ」は
「夜明け市場を基点とした食の循環モデルづくり」プ
ロジェクトを発表した松本丈さんに贈られた。

「ふくしま復興塾」１年目の総決算特集
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プログラムの内容と日程

塾生たちが発表したプロジェクト

風評被害の影響で福島の農業は依然として厳しい
状況にあり、農家の生活が安定しない。一方で、

県外の企業のなかには、福島復興にかかわりたくても、原発など複雑
な状況の中、社として課題を絞りにくいという声もある。
　福島の農業と県外の人 を々つなぐためのお弁当を開発・販売する。
第一弾として開発したのは、福島特産のブランド豚「麓山高原豚」の
あまから焼き弁当。お米から副菜まで、すべての食材は福島県産だ。

2014 年度から本格的な販売を開始し、初年度の
売上目標は２万 4000 個。１食 1000 円、福島

産の食材調達費が占める割合を40％として、地元生産者に 960 万
円分貢献できる。また、１個あたり50 円が復興支援活動に寄付され
る仕組みで、売上が目標に達すれば、120 万円を活動費に充当できる。
　販路開拓の候補は各企業の CSR 関連部署。CSR の一環として、

「福島に“つながる”弁当」を通して福島とつながっていただきたい。こ
うしたつながりを最初の足がかりとして、復興に向けたコミュニティの輪
を広げたい。

福島に“つながる”弁当
プロジェクト

　原発 30 キロ圏内の市町村住民は避難
生活を余儀なくされ、先の見えない不安を抱

えている。プロジェクト発案者の故郷である会津にも大熊町や
楢葉町からの避難者が大勢いたが、「何もすることがなくて辛い」

「社会とのつながりが欲しい」とこぼし、生き甲斐を失っている方
も多い。

避難生活をしている人に、伝統的な会津木
綿を使った商品を手作りする内職の機会を

提供し、生きがいと仕事づくりを通じて生活を応援する。主な製
品はさまざまな色合いのストールで、ミシンが不得手な人も参加
できるよう、ストールのフリンジをつくるという手仕事からスタートし
た。
　発案者の谷津拓朗が 2011 年の秋から行っていた IIE（イー）
ブランド事業を復興塾のプロジェクトとしてブラッシュアップ。復
旧期から復興期への移行に伴い、ブランドビジョンを「幸せをわ
かちあうこと」と定める。2013 年３月以降の販売実績は、ストー
ル約 1200 枚。現在 15 名の作り手を今後増やすとともに、
会津木綿以外にも隠れた地域資源や文化を掘り起こし、商品
化につなげたい。

飲食店事業者は震災で店舗を失い、仕事を再開できないで
いた。いわき市で 2011 年 11 月、駅前の寂れたスナック街

に復興飲食店街「夜明け市場」をオープンし、事業が再開された一方、風評
被害の影響で、福島の食は従来と同じ方法では売れない状況が続いている。

「夜明け市場」を基点に、食の生産者、さまざまな分野の起業家、そして消費者
の連携を生み出し、福島の食の循環モデルを構築する。

「夜明け市場」は２店舗からスタートし、今は11 店舗が入り、
軌道に乗りつつある。飲食業以外を含め幅広い分野で活躍す

る人材を増やすため、2013 年春には起業家支援を目的としたNPO 法人「TATAKIA
GE Japan」も設立。復興塾で学ぶうちに、農家など地元生産者をプレイヤーに加え
ることで、食の循環を軸として、両者をうまく連携させるモデルができると考えた。
現在進行中の新プロジェクトは、「Hyaccoi（ひゃっこい）」と名づけた 100％い
わき産のスムージーの開発。
　安全性が確認された食材を最高のレシピで加工し、付加価値を付けて販売。
農家、フランス料理店、製氷会社など、いわき市の企業・団体によるコラボレー
ションで取り組んでいる。
　一連の事業で実現したいことは、福島の食を「応援しよう」から「「食べた
い！」に変えること、そして若者が出ていってしまう福島をチャンスあふれるUター
ン・Iターンの聖地に変えることだ。

会津木綿を使用した
手仕事プロジェクト

その他プロジェクト

「夜明け市場」を基点とした食の循環
モデルづくりプロジェクト

震災後、県内の高齢者は地域とのつながりが
分断されてしまった。結果外出の機会が減っ

て、筋力低下や閉じこもり傾向が顕著になっている。要支援・要
介護者も増加している。高齢者の健康づくりと地域コミュニティの
再生が課題となっている。
将来的に要介護状態となる恐れのある高齢者を対象とした「健康
づくりワンデイシェフ」プロジェクトを病院に導入し、メタボ、ロコモ

（運動器症候群）、認知症という負のトライアングルを断ち切り、健
康寿命を延ばす。

ワンデイシェフとは、日替わりシェフによるコミュ
ニティーレストラン。料理のメニューを考え、実

際にメンバーが調理することで認知症を予防。同時に管理栄養士
の指導を仰ぎながら、健康にいい食事を提供することでメタボを防
ぎ、ロコモ対策として健康チェックや体操なども取り入れる。
週１回のプログラムを半年間で１期として、２０１４年度は 40 名に
アプローチ予定。徐々に実施場所を増やして、向こう３年間で２５
０名の高齢者にプログラムを提供を目指す。高齢者が元気に人と
つながることで地域コミュニティが活性化し、いわゆる「無縁社
会」の解消につながることも期待できる。

健康づくりワンデイシェフ
プロジェクト

震災後間もないころ、避難所の倉庫には、全国か
ら寄せられた菓子パンやおにぎりが食べられないまま

山積みされていた。それにもかかわらず、人々は寒さとひもじさにあえい
でいた。「とにかく食べ物を」から「温かい食べ物を」というニーズの
変化に行政の対応が追いつけなかったためだ。行政には、住民のニー
ズや課題を見据える「想像力」と、それを政策へ昇華させる「創造
力」が求められている。

福島県と東京都の若手職員を対象とした２年間のプ
ログラムを開発・運営する。１年目は、テーマ設定、

事前学習、フィールドワーク、ふり返りというサイクルで学び、２年目は
課題設定、政策立案、チェック、提案というサイクルで、より実践的な
カリキュラムとする。

福島県・東京都若手職員
共同自主勉強会

福島の子どもたちは、放射線への不安などから外で
身体を動かして遊ぶ機会が奪われている。その結

果、肥満の増加や運動能力・体力の低下という問題が顕在化してきた。
外遊びに対する考え方が親同士で違うため室内で過ごす時間が増え、
保護者や学校の先生も、いい解決策がわからない状況にある。

学習塾を対象として、運動不足の解消と同時に英
語の勉強の要素を取り入れた教育コンテンツ「英

語 de “からだあそび塾”」の提供。市販の「Kinect（キネクト）」という
体感型ゲーム機器を補助教材として、ネイティブの先生、運営マニュア
ルなど、プログラム運営に必要な要素をすべて用意するため、学習塾
は場所があれば運動しながら英語を学ぶプログラムを提供できる。あそ
び塾の様子を録画して持ち帰ってもらえば、自宅でもビデオを見ながらか
らだあそびを楽しめる。まずは福島県内の学習塾から始め、その後、保
育園や幼稚園、小学校にも導入をはかる。将来的には東北全体、そ
して日本全国に展開し、子どもたちの運動習慣を促す社会インフラとな
ることを目指す。

からだあそび塾
〜目指せ！健康長寿！〜

自己啓発・研修テーマ 教育テーマ 福祉・健康テーマ 雇用テーマ 食・人材育成・
起業家支援テーマ食・農業支援テーマ

●福島で「繋がる」仲間づくりツアープロジェクト	●ふくしまイノベーターズカレッジ（仮）プロジェクト				●「ふくしま被災地ツアー」大学教育プログラム化プロジェクト●じいちゃんばあちゃんコミュニティ（高齢者が主体的に関わる地域の拠点づくり）

グランプリ
獲得！
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チェルノブイリ視察で訪れた原
子炉を覆う石棺

開 校 直 後 に 行 わ れ た 浪 江 町 で の
フィールドワーク

グランプリに輝いたNPO法人
Tatakiage Japanの松本丈さん

最終発表会には、福島県内外から100名を
超える人が参加した
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食、コミュニティ、子供、産業のテーマ毎に分かれ
て講義やグループディスカッションを行った

現 地ではスラブチチ市長ほか現 地
リーダーを訪ねた

　ふくしま復興塾は、若い人を育て上げようと
思ってつくったプログラムですが、今日の最終発
表を聞いて、私たちが「教えた」というより、塾
生たちが「育ってくれた」のだと実感しました。
　塾生 25 人の中には、すでに起業家として活

動している人もいれば大学生もいて、運営上は難しい点もありまし
た。また、最初は「子ども」「産業」「食」「コミュニティ」という
４つのゼミに分けたのですが、塾生たちの希望も聞きながらプログ
ラムを調整してきました。復興塾自体が、生きもののように形を変
えながら成長してきたのだと思います。

　今回のプログラムは、主に起業家志向の若者を念頭に、事
業立案に重きを置いた構成でしたが、行政機関などの公共領域
で活躍できる人材育成にも力を入れてもいいかのかもしれません。
次年度プログラムについては、今まさに検討している最中です。
　今日はこれからのトライ＆エラーの出発点。どのプロジェクトも、
思いはあふれていても、まだまだ改善の余地があります。数年
経ったとき、「あのときの発表がこういう形で実を結んだね」と言
われるよう、卒業生にはいいロールモデルになってもらいたい。
そうなってこそ、復興塾を開いた甲斐があります。

INTERVIEW 塾の運営自体が形を変えて成長していった ふくしま復興塾事務局	丹波史紀	事務局長

（2） ２０１２年（平成 24 年）１月１６日 月曜日（復興 311 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第１号　 （1）２０１２年（平成 24 年）１月１６日 月曜日（復興 311 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第１号　２０１３年（平成 25 年）12 月 30 日 月曜日（復興 1025 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 31 号　 （4）（4）
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に
勤
務

す
る
人
や
復
興
関
連
の
事
業
を
す
で
に
立

ち
上
げ
て
い
る
人
、
行
政
職
員
や
大
学
生

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
つ
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
っ
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
本
は
隔
週
土
曜
日
に

行
わ
れ
た
講
義
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
だ
が
、

も
ち
ろ
ん
座
学
ば
か
り
で
は
な
い
。
開
講

間
も
な
い
６
月
に
は
、
さ
っ
そ
く
福
島
の

現
状
リ
サ
ー
チ
と
し
て
浪
江
町
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
８
月
に
は
６
日
間

の
行
程
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
視
察
旅
行
に
出

か
け
た
。

　
浪
江
町
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、

復
興
塾
メ
ン
タ
ー
で
も
あ
る
福
島
県
職
員

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
地
元
郡
山
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
避
難
者
の
ケ
ア
に
も

あ
た
る
増
子
理
子
さ
ん
と
、
ふ
く
し
ま
観

光
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
で
観
光
と
い
う
視

点
で
復
興
に
携
わ
る
羽
根
田
啓
子
さ
ん
。

３
人
が
互
い
の
強
み
を
出
し
合
っ
て
こ
そ

生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
だ
。

　
塾
生
と
し
て
「
か
ら
だ
あ
そ
び
塾
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
り
、
事
務
局
と
し
て
運

営
に
も
携
わ
っ
て
き
た
菅
家
元
志
さ
ん
も
、

仲
間
の
大
切
さ
に
気
づ
い
た
一
人
だ
。「
自

分
よ
り
一
歩
先
に
復
興
の
文
脈
で
起
業
し

て
い
る
仲
間
と
出
会
い
、
同
じ
土
俵
で
し

の
ぎ
を
け
ず
り
、
迷
っ
た
と
き
に
相
談
で

き
る
関
係
が
つ
く
れ
た
こ
と
が
何
よ
り
の

収
穫
で
す
」。
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
事

業
は
、
復
旧
期
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
側
面
が

強
く
な
り
が
ち
だ
が
、
復
興
期
に
は
よ
り

事
業
性
が
求
め
ら
れ
る
。「
状
況
の
変
化
に

よ
っ
て
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
も
変
わ
っ
て
く
る

の
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
相
談
で
き
る
仲

間
が
い
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
」。

　
復
興
塾
で
の
学
び
の
基
本
は
、
ま
ず
復

興
す
べ
き
福
島
の
現
実
を
直
視
す
る
こ
と
、

よ
り
大
き
な
視
点
で
俯
瞰
す
る
た
め
に

若き復興リーダー育成の成果を問う
日付 内容 担当・講師

5月15日	 ガイダンス ふくしま復興塾事務局

6月15日 講義：伊達市の除染について 伊達市役所　半沢隆宏

7月06日
「子供」「産業」「食」「コミュニティ」の
4テーマに分かれてのゼミ

よつば保育園　近藤能之	
福島大学　奥本秀樹			福島大学　林薫平
福島大学　貝沼博

7月20日
デザイン思考を使ったプロジェクト
立案ワーク

ふくしま復興塾事務局

8月03日

講義：「ふくしま復興」を歴史（対局）
的および哲学（普遍）的視点から捉え
そのうえで「自分の軸」を再構築する
講義：ウクライナ訪問について

株式会社umari	木戸寛孝
宍戸慈

8月12日〜17日 ウクライナフィールドワーク ふくしま復興塾事務局

9月07日 ウクライナフィールドワーク報告会 ふくしま復興塾事務局

9月21日 事業立案についての講義・ワーク 株式会社イワ・クリエイティブ　松田創

10月05日 プロジェクト立案のワーク ふくしま復興塾発起人

10月19日 講義：事業計画と予算 木幡仁一税理士事務所　木幡仁一

11月02日
講義：新しい事業の立ち上げについて
講義：行政の視点からのプロジェクト推進

株式会社ビーエイ　加藤博敏
福島県庁　玉川啓

11月16日 プロジェクトの中間発表会 ふくしま復興塾発起人

12月07日 最終発表会リハーサル ふくしま復興塾メンター

12月14日 最終発表会 ふくしま復興塾事務局

6月01日 浪江町フィールドワーク
福島県庁　玉川啓	
浪江町役場　小林直樹

　福島の復興を担う次世代リーダーを育成する「ふく
しま復興塾」。12月14日、第一期生のビジネスプラ
ン最終発表会が郡山市で行われた。
　2013年５月の開講以来、８カ月間にわたって学
んだ成果として、塾生たちが福島の復興につながるプ
ロジェクトを発表。「ふくしま復興塾グランプリ」は
「夜明け市場を基点とした食の循環モデルづくり」プ
ロジェクトを発表した松本丈さんに贈られた。

「ふくしま復興塾」１年目の総決算特集

と
浪
江
町
職
員
の
案
内
で
現
地
に
向
か
い
、

中
通
り
や
会
津
か
ら
は
見
え
な
い
原
発
の

爪
痕
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
奇
跡
的
に

全
員
が
助
か
っ
た
と
い
う
町
立
請
戸
小
学

校
の
時
計
の
針
は
、
津
波
が
来
た
時
刻
で

止
ま
っ
た
ま
ま
だ
。
町
の
運
動
場
に
は
今

も
大
量
の
除
染
土
が
山
積
み
さ
れ
、
除
染

の
難
し
さ
を
体
感
し
た
と
い
う
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
訪
問
の
目
的
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
か
つ
歴
史
的
な
視
点
か
ら
福
島
の
現

状
を
と
ら
え
直
し
、
復
興
に
取
り
組
む
意

義
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
だ
。
廃
墟
と

な
っ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
周
辺
の
村
や
、

避
難
先
と
な
っ
た
ス
ラ
ブ
チ
チ
市
と
原
発

か
ら
1
0
0
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
コ
ロ
ス

テ
ン
市
を
訪
ね
、
市
長
・
副
市
長
や
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
観
光
プ
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
、
復

興
を
牽
引
し
て
き
た
リ
ー
ダ
ー
層
に
話
を

聞
い
た
。
事
故
か
ら
27
年
を
経
て
も
な
お
、

ほ
と
ん
ど
廃
炉
が
進
ん
で
い
な
い
現
状
を

現
場
作
業
員
に
直
接
聞
き
、
福
島
復
興
に

は
長
期
に
わ
た
る
覚
悟
が
必
要
な
こ
と
を

改
め
て
突
き
つ
け
ら
れ
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
を
「
観
光
地
」
と
し
て
、
事
故
の
現
実

を
伝
え
る
計
画
を
率
い
た
ス
ラ
ブ
チ
チ
市

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
刺
激
を
受
け
た

塾
生
も
多
い
。

　
事
業
立
案
や
事
業
計
画
、
予
算
の
立
て

方
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
第
一
線
で
活
躍
す

る
講
師
陣
か
ら
徹
底
的
に
指
導
を
受
け
ら

れ
る
の
も
復
興
塾
の
特
徴
だ
。
事
務
局
を

担
っ
た
佐
藤
達
則
さ
ん
は
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
学
習
の
過
程
で
講
師
や
メ
ン
タ
ー
に
個

別
指
導
を
受
け
、
１
回
ご
と
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
で
き
た
こ
と
が
成
長
に
つ
な
が
っ

た
」
と
評
価
す
る
。

　
塾
生
の
発
表
で
共
通
し
て
聞
か
れ
た
成

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の

現
状
か
ら

福
島
を
考
え
る

細
や
か
な
個
別
指
導
と

塾
生
同
士
の
学
び
合
い

プログラムの内容と日程

塾生たちが発表したプロジェクト

風評被害の影響で福島の農業は依然として厳しい
状況にあり、農家の生活が安定しない。一方で、

県外の企業のなかには、福島復興にかかわりたくても、原発など複雑
な状況の中、社として課題を絞りにくいという声もある。
　福島の農業と県外の人 を々つなぐためのお弁当を開発・販売する。
第一弾として開発したのは、福島特産のブランド豚「麓山高原豚」の
あまから焼き弁当。お米から副菜まで、すべての食材は福島県産だ。

2014 年度から本格的な販売を開始し、初年度の
売上目標は２万 4000 個。１食 1000 円、福島

産の食材調達費が占める割合を40％として、地元生産者に 960 万
円分貢献できる。また、１個あたり50 円が復興支援活動に寄付され
る仕組みで、売上が目標に達すれば、120 万円を活動費に充当できる。
　販路開拓の候補は各企業の CSR 関連部署。CSR の一環として、

「福島に“つながる”弁当」を通して福島とつながっていただきたい。こ
うしたつながりを最初の足がかりとして、復興に向けたコミュニティの輪
を広げたい。

福島に“つながる”弁当
プロジェクト

　原発 30 キロ圏内の市町村住民は避難
生活を余儀なくされ、先の見えない不安を抱

えている。プロジェクト発案者の故郷である会津にも大熊町や
楢葉町からの避難者が大勢いたが、「何もすることがなくて辛い」

「社会とのつながりが欲しい」とこぼし、生き甲斐を失っている方
も多い。

避難生活をしている人に、伝統的な会津木
綿を使った商品を手作りする内職の機会を

提供し、生きがいと仕事づくりを通じて生活を応援する。主な製
品はさまざまな色合いのストールで、ミシンが不得手な人も参加
できるよう、ストールのフリンジをつくるという手仕事からスタートし
た。
　発案者の谷津拓朗が 2011 年の秋から行っていた IIE（イー）
ブランド事業を復興塾のプロジェクトとしてブラッシュアップ。復
旧期から復興期への移行に伴い、ブランドビジョンを「幸せをわ
かちあうこと」と定める。2013 年３月以降の販売実績は、ストー
ル約 1200 枚。現在 15 名の作り手を今後増やすとともに、
会津木綿以外にも隠れた地域資源や文化を掘り起こし、商品
化につなげたい。

飲食店事業者は震災で店舗を失い、仕事を再開できないで
いた。いわき市で 2011 年 11 月、駅前の寂れたスナック街

に復興飲食店街「夜明け市場」をオープンし、事業が再開された一方、風評
被害の影響で、福島の食は従来と同じ方法では売れない状況が続いている。

「夜明け市場」を基点に、食の生産者、さまざまな分野の起業家、そして消費者
の連携を生み出し、福島の食の循環モデルを構築する。

「夜明け市場」は２店舗からスタートし、今は11 店舗が入り、
軌道に乗りつつある。飲食業以外を含め幅広い分野で活躍す

る人材を増やすため、2013 年春には起業家支援を目的としたNPO 法人「TATAKIA
GE Japan」も設立。復興塾で学ぶうちに、農家など地元生産者をプレイヤーに加え
ることで、食の循環を軸として、両者をうまく連携させるモデルができると考えた。
現在進行中の新プロジェクトは、「Hyaccoi（ひゃっこい）」と名づけた 100％い
わき産のスムージーの開発。
　安全性が確認された食材を最高のレシピで加工し、付加価値を付けて販売。
農家、フランス料理店、製氷会社など、いわき市の企業・団体によるコラボレー
ションで取り組んでいる。
　一連の事業で実現したいことは、福島の食を「応援しよう」から「「食べた
い！」に変えること、そして若者が出ていってしまう福島をチャンスあふれるUター
ン・Iターンの聖地に変えることだ。

会津木綿を使用した
手仕事プロジェクト

その他プロジェクト

「夜明け市場」を基点とした食の循環
モデルづくりプロジェクト

震災後、県内の高齢者は地域とのつながりが
分断されてしまった。結果外出の機会が減っ

て、筋力低下や閉じこもり傾向が顕著になっている。要支援・要
介護者も増加している。高齢者の健康づくりと地域コミュニティの
再生が課題となっている。
将来的に要介護状態となる恐れのある高齢者を対象とした「健康
づくりワンデイシェフ」プロジェクトを病院に導入し、メタボ、ロコモ

（運動器症候群）、認知症という負のトライアングルを断ち切り、健
康寿命を延ばす。

ワンデイシェフとは、日替わりシェフによるコミュ
ニティーレストラン。料理のメニューを考え、実

際にメンバーが調理することで認知症を予防。同時に管理栄養士
の指導を仰ぎながら、健康にいい食事を提供することでメタボを防
ぎ、ロコモ対策として健康チェックや体操なども取り入れる。
週１回のプログラムを半年間で１期として、２０１４年度は 40 名に
アプローチ予定。徐々に実施場所を増やして、向こう３年間で２５
０名の高齢者にプログラムを提供を目指す。高齢者が元気に人と
つながることで地域コミュニティが活性化し、いわゆる「無縁社
会」の解消につながることも期待できる。

健康づくりワンデイシェフ
プロジェクト

震災後間もないころ、避難所の倉庫には、全国か
ら寄せられた菓子パンやおにぎりが食べられないまま

山積みされていた。それにもかかわらず、人々は寒さとひもじさにあえい
でいた。「とにかく食べ物を」から「温かい食べ物を」というニーズの
変化に行政の対応が追いつけなかったためだ。行政には、住民のニー
ズや課題を見据える「想像力」と、それを政策へ昇華させる「創造
力」が求められている。

福島県と東京都の若手職員を対象とした２年間のプ
ログラムを開発・運営する。１年目は、テーマ設定、

事前学習、フィールドワーク、ふり返りというサイクルで学び、２年目は
課題設定、政策立案、チェック、提案というサイクルで、より実践的な
カリキュラムとする。

福島県・東京都若手職員
共同自主勉強会

福島の子どもたちは、放射線への不安などから外で
身体を動かして遊ぶ機会が奪われている。その結

果、肥満の増加や運動能力・体力の低下という問題が顕在化してきた。
外遊びに対する考え方が親同士で違うため室内で過ごす時間が増え、
保護者や学校の先生も、いい解決策がわからない状況にある。

学習塾を対象として、運動不足の解消と同時に英
語の勉強の要素を取り入れた教育コンテンツ「英

語 de “からだあそび塾”」の提供。市販の「Kinect（キネクト）」という
体感型ゲーム機器を補助教材として、ネイティブの先生、運営マニュア
ルなど、プログラム運営に必要な要素をすべて用意するため、学習塾
は場所があれば運動しながら英語を学ぶプログラムを提供できる。あそ
び塾の様子を録画して持ち帰ってもらえば、自宅でもビデオを見ながらか
らだあそびを楽しめる。まずは福島県内の学習塾から始め、その後、保
育園や幼稚園、小学校にも導入をはかる。将来的には東北全体、そ
して日本全国に展開し、子どもたちの運動習慣を促す社会インフラとな
ることを目指す。

からだあそび塾
〜目指せ！健康長寿！〜

自己啓発・研修テーマ 教育テーマ 福祉・健康テーマ 雇用テーマ 食・人材育成・
起業家支援テーマ食・農業支援テーマ

●福島で「繋がる」仲間づくりツアープロジェクト	●ふくしまイノベーターズカレッジ（仮）プロジェクト				●「ふくしま被災地ツアー」大学教育プログラム化プロジェクト●じいちゃんばあちゃんコミュニティ（高齢者が主体的に関わる地域の拠点づくり）

グランプリ
獲得！
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背景・課題

事業概要

背景・課題背景・課題
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チェルノブイリ視察で訪れた原
子炉を覆う石棺

開 校 直 後 に 行 わ れ た 浪 江 町 で の
フィールドワーク

グランプリに輝いたNPO法人
Tatakiage Japanの松本丈さん

最終発表会には、福島県内外から100名を
超える人が参加した

果
の
１
つ
に
視
野
の
広
が
り
が
あ
げ
ら
れ

る
。「
ふ
く
し
ま
復
興
塾
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を

受
賞
し
た
松
本
丈
さ
ん
は
、
入
塾
時
に
は

す
で
に
食
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
て
い
た

が
、「
別
々
に
考
え
て
い
た
複
数
の
事
業
を

連
携
さ
せ
る
べ
き
だ
と
腹
に
落
ち
た
。
そ

れ
に
は
地
元
の
生
産
者
を
巻
き
込
も
う
」

と
、
新
た
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
存
在
に
気
づ

い
た
と
い
う
。

　
復
興
塾
に
協
力
し
て
い
る
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

（
株
）
提
供
の
「
K
I
R
I
N
賞
」
を

受
賞
し
た
「
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
小
抜
勝
洋
さ
ん
は
、「
医
療
機

関
に
勤
務
す
る
私
は
、
専
門
的
な
領
域
だ

け
に
視
野
が
狭
く
な
り
が
ち
。
立
場
の
違

う
塾
生
と
の
出
会
い
で
広
い
視
点
を
持
て

た
お
か
げ
で
、
病
院
と
地
域
の
連
携
を
盛

り
込
ん
だ
提
案
が
で
き
た
」
と
語
る
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
い
う
歴
史
に
学
ぶ
こ
と

に
あ
っ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
大
事
な
こ
と

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
活
躍
し
つ
つ
、
福

島
の
復
興
に
思
い
を
か
け
る
講
師
陣
や
メ

ン
タ
ー
、
そ
し
て
自
分
た
ち
の
力
で
復
興

を
成
し
遂
げ
た
い
と
本
気
で
集
っ
た
塾
生

と
い
う
多
様
な
人
材
が
、
密
度
の
濃
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
場
を
つ
く
っ

た
こ
と
だ
。

　
こ
こ
か
ら
復
興
を
担
う
真
の
リ
ー
ダ
ー

が
何
人
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
か
。
復
興
塾
の

本
当
の
成
果
は
、
塾
生
た
ち
の
今
後
の
活

躍
に
か
か
っ
て
い
る
。

食、コミュニティ、子供、産業のテーマ毎に分かれ
て講義やグループディスカッションを行った

現 地ではスラブチチ市長ほか現 地
リーダーを訪ねた

　ふくしま復興塾は、若い人を育て上げようと
思ってつくったプログラムですが、今日の最終発
表を聞いて、私たちが「教えた」というより、塾
生たちが「育ってくれた」のだと実感しました。
　塾生 25 人の中には、すでに起業家として活

動している人もいれば大学生もいて、運営上は難しい点もありまし
た。また、最初は「子ども」「産業」「食」「コミュニティ」という
４つのゼミに分けたのですが、塾生たちの希望も聞きながらプログ
ラムを調整してきました。復興塾自体が、生きもののように形を変
えながら成長してきたのだと思います。

　今回のプログラムは、主に起業家志向の若者を念頭に、事
業立案に重きを置いた構成でしたが、行政機関などの公共領域
で活躍できる人材育成にも力を入れてもいいかのかもしれません。
次年度プログラムについては、今まさに検討している最中です。
　今日はこれからのトライ＆エラーの出発点。どのプロジェクトも、
思いはあふれていても、まだまだ改善の余地があります。数年
経ったとき、「あのときの発表がこういう形で実を結んだね」と言
われるよう、卒業生にはいいロールモデルになってもらいたい。
そうなってこそ、復興塾を開いた甲斐があります。

INTERVIEW 塾の運営自体が形を変えて成長していった ふくしま復興塾事務局	丹波史紀	事務局長
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　薄く広がる雲を透かして光が柔らかい。
気温は零度を下回るのか、冷気で頬がピ
リピリとこわばる寒さ。この日、遠くの空
まで見渡せる広場に、赤い衣装を身につ
けた彼らが集まった。「100 人のサンタク
ロース」だ。ちょっととぼけたトナカイも
いる。
　12 月下旬の三連休。関東や関西を中
心に集まったボランティアがサンタクロー
スの格好をし、岩手県大槌町、陸前高田
市、釜石市の街を歩きお菓子を地元の人
たちに配った。お菓子は全国から集まっ
た寄付で買ったもの。
　取材に訪れたのは三連休の 2 日目で、
サンタが陸前高田市に訪れた日だ。高田
小学校の体育館をメインフィールドに、市
内の各地域を回った。「自分でもできるこ
とを」と大阪から駆けつけた女性は去年
も参加したという。神奈川から団体で参加
した大学生のグループもあった。

　この「サンタが 100 人やってきた！」
は、震災直後に陸前高田市の避難所に派
遣された一人の看護師のブログをきっか
けに始まったプロジェクト。避難所で生活
していた小さな女の子が「また冬になった
らサンタさん来てくれるかな？」と彼女に
聞いたというエピソードを知り、NPO 法人
遠野まごころネットが、被災した地域に少
しでも笑顔を…と企画した。3 年目を迎え
る今年は、被災した地域の人たちに「忘
れてないよ」というメッセージを伝えつつ、
また対外的に被災地の現状を発信するこ
とも大事な目的の一つだ。
　今年は約 700 名の応募があり、その 3
分の 2 近くが去年も参加した人。裏を返
せば「サンタ 100 人」に新規で参加して
くれる人がかなりの数いるということだ。
震災から 3 年目になる今、「ボランティア
を…」と思ってもそのきっかけをつかむ
のはなかなか難しい。それが、「サンタク

ロースであれば、自分でもできるかもしれ
ない」と参加してくれる人がいるのだ。も
ちろん支援の形は、ボランティアだけでは
ない。寄付として集められたお金は、地
元の商店などからクリスマスプレゼント用
のお菓子購入に充てられ、地元に還元さ
れた。
　このプロジェクトの支援の結果として

「まごころサンタ基金」ができた。これは
初年度の時の呼びかけで集まった寄付金
が、プロジェクトで必要となる金額を上
回ったため、その残金の使途として、被
災し経済的な理由から進学が難しい子ど
もを進学の支度金の一部を補助するとい
う形でサポートすることを決めたのだ。
　「サンタが 100 人やってきた !」が地元 
の人たちに送るプレゼントは、お菓子とい
うものであると同時に、忘れていないとい
うメッセージ、そしてその先にある子供た
ちの夢の支援でもあるのだ。

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

3
年
目
の「
サ
ン
タ
が

1
0
0
人
や
っ
て
き
た
！
」

遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト

［22］
写
真
・
文
＝
岐
部
淳
一
郎

釜石

陸前高田

大船渡

盛岡

花巻

一関

遠野
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山田

大槌

遠野
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る
だ
け
で
。
で
も
京
都
で
は
同

じ
間
取
り
で
も
家
賃
が
４
万
円

く
ら
い
安
く
、
時
間
に
も
余
裕

が
で
き
ま
し
た
」。

京
都
に
縁
が
あ
り
「
い
つ
か

は
」
戻
り
た
い
け
ど
…
…
と

言
っ
て
い
る

東
京
の
仲
間

た
ち
に
も

移
住
を
現

実
に
し
て
ほ

し
い
と
、
前

述
の
サ
イ
ト

に
加
え
て
田

村
さ
ん
が

始
め
た
の
は
、

移
住
し
た

人
同
士
の

交
流
の
場
だ
っ
た
。

そ
れ
が
ほ
ぼ
月
一
回
開
催
の

「
京
都
移
住
茶
論
（
サ
ロ
ン
）」。

参
加
者
は
、
毎
回
20
～
30
名

で
こ
れ
ま
で
の
べ
２
０
０
名
を

越
え
た
。
内
訳
は
Ｕ
タ
ー
ン

い•
•
•

つ
か
を
リ
ア
ル
に
変
え
る 	

「
京
都
移
住
計
画
」 

ま
ず
話
を
伺
っ
た
の
は
、

元
々
京
都
出
身
で
、
東
京
で
４

年
間
働
い
た
後
に
Ｕ
タ
ー
ン
し

た
田
村
篤
史
さ
ん
。
２
０
１

３
年
の
夏
に
、
京
都
に
住
み
た

い
人
を
応
援
す
る
情
報
サ
イ
ト

「
京
都
移
住
計
画
」
を
立
ち
上

げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や

告
知
、
移
住
者
の
声
な
ど
を
発

信
し
て
い
る
。

移
住
し
た
田
村
さ
ん
が
実
感

し
た
の
は
生
活
の
変
化
だ
っ
た
。

「
東
京
で
は
、
高
い
家
賃
の
た

め
に
身
を
擦
り
減
ら
す
よ
う
な

働
き
方
を
し
て
、
帰
っ
て
も
寝

よ
り
も
他
地
域
か
ら
の
Ｉ
タ
ー

ン
者
が
多
く
70
％
。
中
で
も
特

に
関
東
か
ら
が
多
く
55
％
だ
と

い
う
。
移
住
希
望
の
人
も
毎
回

数
名
が
参
加
し
て
く
れ
て
い
る
。

移
住
者
が
楽
し
そ
う
！ 	

そ
れ
が
一
番
の
魅
力
に 

「
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
他

県
へ
の
説
明
会
で
は
な
く
、
移

住
者
が
集
う
会
を
行
う
理
由
は

何
だ
ろ
う
か
。

「
移
住
し
た
人
が
京
都
暮
ら

し
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と

が
、
何
よ
り
の
魅
力
や

安
心
感
に
な
る
と
思
う

ん
で
す
。
ま
た
参
加
者

も
会
が
き
っ
か
け
で
友
達

が
増
え
、
よ
り
ア
ク
テ
ィ

ブ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
す
る
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発

信
も
増
え
て
、
そ
れ
を

各
人
の
地
元
の
友
人
が

見
て
。
そ
ん
な
ふ
う
に

少
し
ず
つ
波
及
し
て
い
け

ば
と
思
い
ま
す
」。
ち
な
み
に

東
京
な
ど
他
県
で
の
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
て
い
る
が
、
移
住
説

明
会
で
は
な
く
、「
こ
れ
か
ら
の

働
き
方
・
生
き
方
」
を
考
え
る

切
り
口
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
行
っ
て
い
る
。 

「
生
き
た
い
場
所
で
生
き
ら

れ
る
人
が
も
っ
と
増
え
た
ら
」

と
理
想
を
語
る
田
村
さ
ん
。
今

後
は
さ
ら
に
、
仕
事
の
発
掘
と

発
信
、
地
元
の
方
と
の
交
流
に

力
を
入
れ
て
い
く
と
い
う
。

次
に
訪
ね
た
の
は
、
築
50
年

の
老
朽
ビ
ル
を
、
若
手
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
ア
ト
リ
エ
ビ
ル
に
生

ま
れ
変
わ
ら
せ
た
石
川
秀
和
さ

ん
。
51
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

入
居
す
る
、
そ
の
名
も
「
つ
く

る
ビ
ル
」。
制
作
活
動
や
展
覧

会
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

通
じ
、
モ
ノ
・
コ
ト
・
出
会
い

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
つ
く
る
」

を
生
み
出
し
な
が
ら
、
12
月
１

日
で
１
周
年
を
迎
え
た
。

「
京
都
は
芸
術
大
学
が
多
く
、

１
万
人
以
上
が
在
学
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
彼
ら
が
卒
業
後
に

京
都
府 

京
都
市

「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
東
北
被
災
各
地
が
目
下
取
り
組
ん
で
い
る
復
興
の
主
題
の
一
つ
。

層
の
厚
い
高
齢
者
に
対
す
る
ケ
ア
や
施
策
は
当
然
重
要
だ
が
、
一
方
で
20
～
40
代
の
働
き

盛
り
・
子
育
て
世
代
へ
の
視
点
も
不
可
欠
だ
ろ
う
。
そ
の
地
域
に
若
い
人
が
ど
れ
だ
け
い

る
の
か
、
若
い
世
代
が
生
き
生
き
と
仕
事
・
生
活
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
５
年
後
・
10

年
後
・
20
年
後
の
地
域
の
姿
、
そ
し
て
次
世
代
へ
と
つ
な
が
る
か
ら
だ
。

そ
こ
で
今
回
は
京
都
市
で
、
若
い
世
代
を
中
心
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
２
つ
の
取
り
組

み
を
取
材
し
た
。
居
場
所
・
つ
な
が
り
・
生
業
・
や
り
が
い
を
創
り
出
し
、
移
住
者
を

増
や
す
火
種
を
起
こ
し
て
い
る
活
動
の
中
に
、
東
北
に
も
活
か
せ
る
ヒ
ン
ト
を
探
し
た
。

vol.10

若
い
世
代
が
輝
く
、
働
き
方
と

生
き
方
を
見
つ
け
る
場
づ
く
り

地
域
の
10
年
後
を
見
据
え
て

新
し
い
ア
ー
ト
と
、
古
い
ビ
ル
へ
の
愛
着
。	

 

「
つ
く
る
ビ
ル
」
が
地
域
を
融
合
す
る

を
し
て
い
た
石
川
さ
ん
だ
が

「
熱
意
な
く
作
っ
た
物
件
で
も
と

に
か
く
売
れ
る
。
消
費
者
を
見

な
い
も
の
づ
く
り
の
連
続
だ
っ

た
」
と
い
う
自
身
の
働
き
方
、

さ
ら
に
住
宅
購
入
者
の
「
ロ
ー

ン
を
返
す
た
め
」
と
い
う
働
き

方
や
生
き
方
に
も
疑
問
を
持
ち
、

古
い
物
件
を
企
画
と
デ
ザ
イ
ン

で
活
か
す
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
道

に
入
っ
た
と
い
う
。

思
い
入
れ
を
持
ち
、
多
く
の

人
の
声
も
取
り
入
れ
て
再
生
さ

せ
た
ビ
ル
。
そ
の
場
所
に
古
く

か
ら
あ
る
も
の
を
活
用
し
た
だ

け
に
、
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る

地
域
の
人
は
多
く
、
特
に
上
の

年
代
と
若
者
を
つ
な
げ
る
文
化

や
も
の
づ
く
り
の
交
流
が
生
ま

れ
て
い
る
。
ビ
ル
を
訪
れ
た
近

所
に
住
む
工
芸
品
の
職
人
さ
ん

が
工
房
を
見
せ
て
く
れ
た
り
、

お
礼
に
若
者
た
ち
が
カ
フ
ェ
や

バ
ル
に
案
内
し
て
喜
ば
れ
た
り
、

近
所
の
風
呂
敷
問
屋
さ
ん
か
ら

店
舗
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
依
頼
が

あ
っ
た
り
、
老
舗
ホ
テ
ル
か
ら

土
産
物
コ
ー
ナ
ー
の
商
品
の
目

利
き
を
頼
ま
れ
た
り
。

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
「
も
の

づ
く
り
の
現
場
」
を
外
へ
開
放

す
る
こ
と
で
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー

と
社
会
、
若
者
と
年
配
者
、
移

住
者
と
地
元
住
民
と
を
柔
ら
か

く
つ
な
い
で
い
く
ビ
ル
。
多
く

の
人
の
想
い
の
分
だ
け
、
大
き

な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

取
材
を
終
え
て	 	

若
い
移
住
者
は
き
っ
と 	

東
北
に
も
増
や
せ
る 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
、
期
せ
ず

し
て
お
二
人
か
ら
、
働
き

方
・
生
き
方
に
関
す
る
話
が

出
た
。「
家
賃
を
払
う
た
め

に
」「
ロ
ー
ン
を
返
す
た
め

に
」
と
い
う
働
き
方
か
ら
の

脱
却
だ
。

移
住
者
獲
得
と
い
う
と
イ

ン
フ
ラ
や
施
設
の
充
実
と
職

の
斡
旋
が
必
須
と
い
う
発
想

に
な
り
が
ち
だ
が
、
京
都
で

大
事
に
さ
れ
て
い
た
の
は

「
場
」
で
あ
り
「
つ
な
が
り
」

だ
っ
た
。
東
北
の
ど
こ
か
の
市

や
町
で
若
い
世
代
が
盛
り
上

が
り
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
発

信
す
る
こ
と
で
、

都
市
で
力
を
発

揮
で
き
て
い
な
い

若
者
が
「
そ
こ

で
私
も
挑
戦
し

て
み
た
い
」
と

思
え
た
り
、
都

市
型
の
生
活
に

疑
問
を
持
っ
て
い

る
人
が
「
そ
ん

な
暮
ら
し
な
ら

し
て
み
た
い
」

と
思
え
る
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
、

現
実
味
を
も
っ
て
見
せ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
。
復
興
支
援

で
も
生
活
条
件
で
も
な
く
、

「
働
き
方
・
生
き
方
」
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
、
新
し
く

て
夢
の
あ
る
東
北
移
住
を
提

案
で
き
れ
ば
。
き
っ
と
東
北

に
も
移
住
者
は
増
や
せ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
た
め
の
第
一
歩
は
、

制
作
や
発
表
が
で
き
る
場
所
が

少
な
い
。
こ
の
ビ
ル
の
入
居
者

は
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
呼
ば
れ

る
職
種
の
中
で
も
特
に
制
作
・

活
動
の
場
が
少
な
い
、
ア
ナ
ロ

グ
的
な
も
の
づ
く
り
を
し
て
い

る
人
た
ち
に
開
放
し
て
い
ま
す
」。

施
設
も
シ
ス
テ
ム
も
細
部
ま

で
作
り
込
ま
ず
、
入
居
者
と
共

に
作
れ
る
よ
う
に
余
白
を
多
く

残
し
て
い
る
と
い
う
。

古
き
も
の
か
ら
生
ま
れ
る 	

交
流
と
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン 

元
々
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
企
画

都
市
か
ら
東
北
へ
Ｕ
タ
ー

ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
若
者
が

地
域
や
県
内
で
つ
な
が
り
、

と
に
か
く
仲
良
く
な
っ
て
盛

り
上
が
る
こ
と
、
か
も
し
れ

な
い
。
近
い
将
来
、「
○
○

移
住
計
画
」「
○
○
つ
く
る
ビ

ル
」
が
東
北
各
地
か
ら
生
ま

れ
て
き
た
ら
ど
ん
な
に
素
敵

だ
ろ
う
か
。

各部屋、天井以外は入居
者が好きにしてよく、ビ
ル中が展覧会のよう。階
段もアート作品に。

個室に加え、複数のアーティストが制作を行うシェアアトリエも。
ビル全体で定員は51名だが、オープン以来ずっと満室だという。

先日行われた１周年記念イベントでは、各部屋を公開した展覧会やワーク
ショップ、さまざまな作り手が出店。２日間で 300 人あまりの来場者があった。

地域で古くから親しまれてきたビルは、上の世代の人たちも関心を持って
くれる。カフェが併設されていることも立ち寄りやすいポイントだとか。

「京都移住計画」の代表、田村篤
史さん。他にも町づくり系で３
つの仕事を持ち、多様な働き方
があることを体現している。

「京都移住計画」と「ローカルキャリアカフェ」という
団体で共催した「どこで、何をして生きてゆく？」と
いうテーマのイベントの様子。

月１回で開催している移住者のリアルな集い「京都移住茶論（サロン）」。毎回趣向を
凝らし、この回は京都のさまざまなテーマで地図づくりをした。

リノベーション前の「つくるビル」。築 50年、
老朽化が進み解体の話もあったが、「モノと
コト」「人と人」が集う場へと再生された。

「つくるビル」の仕掛け人、
石川秀和さん。「これからは
資本主義から文化主義にシ
フトするでしょう」と話す。
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新
聞
を
始
め
て
以
来
、
多
く
の

復
興
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
達
と
出

会
っ
て
来
た
。「
震
災
前
よ
り
も

っ
と
良
い
東
北
を
」「
日
本
全
国

の
先
駆
け
と
な
る
社
会
課
題
解

決
モ
デ
ル
を
東
北
か
ら
」「
震
災

を
機
に
価
値
観
を
見
直
し
、
近

代
と
決
別
し
新
た
な
社
会
づ
く

り
に
挑
む
」。
彼
ら
の
見
せ
る
行

動
、
語
る
世
界
か
ら
感
じ
た
の

は
、
ま
さ
に
希
望
だ
っ
た
。

　
「
東
北
の
震
災
復
興
は
、
日

本
の
未
来
創
造
だ
」。
そ
う
確

信
し
た
。
僕
ら
の
心
を
揺
さ
ぶ

っ
て
く
れ
た
彼
ら
彼
女
ら
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
通
じ
て
、
一
人
で

も
多
く
の
方
に
復
興
現
場
の
価

値
を
伝
え
た
い
と
思
う
。

　

今
、
書
籍
の
取
材
で
様
々
な

方
と
の
再
会
を
果
た
し
て
い
る
。

あ
る
漁
師
の
方
は
い
く
つ
も
の

大
型
商
談
を
形
に
し
た
話
を
、

あ
る
企
業
の
方
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
目
覚
ま
し
い
進
捗
を
、
あ

る
行
政
職
員
の
方
は
新
た
に
始

ま
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
の
話
を

し
て
く
れ
た
。
ど
れ
も
、
東
北

は
も
と
よ
り
日
本
全
国
で
も
革

新
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
熱

く
想
い
を
語
る
様
か
ら
は
志
と

決
意
が
伝
わ
っ
て
来
た
。

　

取
材
後
に
感
謝
と
感
動
を
メ

ー
ル
で
伝
え
る
と
、
１
人
か
ら

の
返
信
で
こ
ん
な
言
葉
を
頂
い

た
。「
あ
な
た
じ
ゃ
な
け
れ
ば
で

き
な
い
こ
と
を
実
現
し
て
く
だ

さ
い
」。
執
筆
に
加
え
て
自
ら
と

向
き
合
う
意
味
で
も
、
忙
し
い

年
末
年
始
に
な
り
そ
う
だ
。（
Ｙ
）

　

３
月
の
発
刊
を
目
指

し
、
東
北
復
興
新
聞
と

し
て
書
籍
を
執
筆
し
て

い
る
。

　

テ
ー
マ
は
、
希
望
。

企業による復興支援のこれからvol.6
【PwC】技術よりビジネスモデルにイノベーションを

プ
ラ
イ
ス
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
ク
ー

パ
ー
ス
株
式
会
社(

以
下
P
ｗ
C)

は

12
月
2
日
、「
東
北
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推

進
室
」
を
設
置
。
資
金
援
助
団
体
と

復
興
事
業
を
行
う
団
体
の
マ
ッ
チ
ン
グ

や
、
復
興
事
業
計
画
策
定
の
手
助
け
と

い
っ
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
行
う

と
発
表
し
た
。

震
災
以
降
、
Ｐ
ｗ
Ｃ
は
被
災
自
治

体
や
復
興
活
動
を
行
う
団
体
に
対
し

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
面
で
支
援
を
続
け

て
き
た
。
現
地
に
社
員
を
複
数
名
派

遣
し
な
が
ら
活
動
を
継
続
す
る
中
で
、

資
金
調
達
や
事
業
計
画
の
策
定
な
ど
に
お

け
る
サ
ポ
ー
ト
、
ま
た
東
北
内
外
か
ら
の

支
援
や
企
画
の
マ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
の
ニ
ー
ズ
を
痛
感
。
多
方
面
か

ら
の
支
援
要
請
や
２
年
超
の
支
援
活
動

で
培
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
踏
ま
え
、
そ

れ
ま
で
の
無
償
の
プ
ロ
ボ
ノ
活
動
か
ら

サ
ー
ビ
ス
化
し
、
よ
り
本
格
的
に
取
り

組
む
た
め
に
部
署
を
つ
く
っ
た
。

東
北
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
、

「
必
要
な
視
点
は
、
革
新
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
」
と

室
長
の
野
口
氏
。「
現
在
の
東
北

に
多
い
の
は
イ
ン
フ
ラ
復
旧
の
事

業
と
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
や
大
型

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

『
革
新
的
な
技
術
』
に
関
す
る

点
を
当
て
る
分
野
は
、
世
界
的

な
問
題
で
も
あ
る
医
療
、
食
糧
、

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
今
後
3
年

で
20
件
以
上
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
構
築
支
援
と
5
件
以
上
の
教

育
分
野
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
企
画
を

目
標
と
す
る
。

  

こ
れ
か
ら
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
時
代	   

　
社
会
性
に
ビ
ジ
ネ
ス
視
点
を

支
援
先
は
自
治
体
や
企
業
、

教
育
団
体
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

が
、
重
点
的
に
取
り
組
む
の
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ク

タ
ー
だ
。
そ
の
理
由
と
し
て

「
こ
れ
か
ら
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
時
代
」

と
野
口
氏
は
言
う
。「
今
後
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
行
う
社
会
的
ビ

ジ
ネ
ス
は
間
違
い
な
く
成
長
分

野
だ
が
、
ま
だ
日
本
に
お
い
て

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
支

援
事
例
は
少
な
い
。
今
回
の
取

り
組
み
は
、
こ
の
分
野
に
お
け

る
市
場
創
造
と
い
う
側
面
、
自

社
の
将
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
拡

大
の
た
め
の
『
投
資
』
と
い
う

側
面
も
あ
る
の
で
す
」。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
持
つ
社
会
性
起
点

の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
面
か
ら
捉
え
、
革
新

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
、

そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
に
導

く
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で

多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
継
続
性
を
担

保
し
、
復
興
の
推
進
を
目
指
す
。

東
北
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
応
じ
て
各

分
野
の
専
門
家
を
配
置
す
る

形
で
約
10
名
の
体
制
を
組
む

が
、
時
に
は
専
門
分
野
を
離

れ
て
現
場
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
も
加
わ
る
と
い
っ
た
「
踏
み

込
ん
だ
」
支
援
を
行
う
こ
と

も
辞
さ
な
い
考
え
だ
。

検
証
事
業
。
だ
が
将

来
性
や
収
益
性
、
差

別
化
な
ど
の
観
点
か

ら
総
合
的
に
見
る
と
、

既
存
の
事
業
に
お
い
て

『
革
新
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
』
を
構
築
す

る
こ
と
に
最
も
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」

と
指
摘
す
る
。
例
と

し
て
あ
げ
る
の
は
、

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
イ

チ
ゴ
の
水
耕
栽
培
や
、

製
造
・
卸
会
社
に
よ

る
米
の
全
国
販
売
。

農
業
と
い
う
既
存
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
種
だ
が
、

製
造
や
流
通
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
面
で
以
前

と
は
違
う
形
で
行
い

ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
し

て
い
る
。

Ｐ
ｗ
Ｃ
が
主
に
焦

速
化
し
、
国
道
で
は

し
き
り
に
ダ
ン
プ

カ
ー
な
ど
も
通
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
真
の
『
復

興
』
は
や
っ
と
始

ま
っ
た
ば
か
り
。
こ

れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
街

が
再
生
・
活
性
化
し
、

震
災
前
の
陸
前
高
田

市
の
に
ぎ
わ
い
を
取

り
戻
せ
た
ら
。」
と

話
す
。

寒
い
こ
の
季
節
、

温
泉
を
純
粋
に
楽
し

め
る
、
日
帰
り
温
泉

で
の
ん
び
り
し
て
み
て

は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（
た
）お問

い
合
わ
せ
：

01925711126

（
イ
イ
フ
ロ
）

沢
な
ひ
と
時
だ
。

泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ

ム
カ
ル
シ
ウ
ム
塩
化

物
泉
で
、
色
は
無
色

透
明
。
効
能
は
慢
性

皮
膚
病
な
ど
だ
。

「
食
堂
さ
ん
き
ょ

う
」
で
は
通
常
メ

ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、
期

間
限
定
で
地
元
な
ら

で
は
の
海
鮮
料
理
も

堪
能
で
き
る
。
５
月

か
ら
７
月
は
生
う
に

丼
が
、
11
月
か
ら
12

月
は
あ
わ
び
定
食

（
※
そ
れ
ぞ
れ
時
価
、

あ
わ
び
定
食
は
要
予

約
）
が
楽
し
め
る
。

理
事
長
の
村
上
新

一
さ
ん
は
「
市
内
で

は
地
盤
か
さ
上
げ
な

ど
の
復
興
事
業
が
加

今
回
紹
介
す
る
の
は
日
帰
り
入
浴
施
設
、

黒
崎
仙
峡
温
泉
。
場
所
は
三
陸
復
興
国
立

公
園
す
ぐ
そ
ば
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に

あ
る
。
周
辺
は
津

波
の
爪
痕
が
激
し

く
残
っ
た
ま
ま
だ
が
、

こ
の
温
泉
は
高
台

に
あ
る
た
め
津
波

被
害
を
免
れ
た
。

震
災
後
は
、
早
い

う
ち
か
ら
営
業
を

再
開
し
、
今
で
は

遠
方
か
ら
来
る
方

も
い
る
。

大
浴
場
か
ら
は

三
陸
リ
ア
ス
式
海

岸
、
そ
し
て
太
平

洋
を
一
望
し
、
海
の

雄
大
さ
を
実
感
し

な
が
ら
湯
に
つ
か
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
、

館
内
ど
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
も
海
が
臨
め
、

三
陸
の
大
自
然
を
満
喫
で
き
る
。
何
と
も
贅

これでたくさん運ベルト! 陸前高田市中心部で建設が進む巨大ベルトコンベア。１日
２万㎥の土砂運搬を実現する見込みで高台移転を加速する。

東北イノベーション推進室の野口功一室長（右）と、仙台
に常駐している大達一慶マネージャー

太平洋を眺めてのんびりしてけらっせん！

vol.7

岩手県陸前高田市・黒崎仙峡温泉

東北をゆく

秘湯
探訪

入浴後は潮風が吹くベンチで涼むこともできる
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